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今年度の重点教育目標

「一歩先を目指し、自分の成長を実感する児童の育成」
合言葉

★一歩前進・プラスワン

校長 相 馬 美智枝

この時期になぜこの話題？と思うかもしれません。私はベートーヴェンの交響曲第
９番（第九）第４楽章が好きです。年末になると必ずコンサートが行われ、またテレ
ビでも必ず放送されるので、聞いたことがある方も多いと思います。
私は大学時代から女声合唱団に所属していましたが、第九をなかなか歌う機会に恵

まれず、初めて歌ったのは教員になって２年目(１９８８年)でした。日本フィルハー
モニー交響楽団のオーケストラで、指揮者は小林研一郎さんでした。一度だけ小林さ
んが練習に来てくださった日のことは忘れられません。とにかく厳しくて、「これが
プロか」とカルチャーショックを受けました。その日から自分なりにすごく努力して、
ドイツ語の歌詞も何とか暗譜でき、感動的なステージを経験できました。それから十
数年後に再び小林先生の指揮で第九を歌う機会を得たのですが、年を重ねて丸くなっ
た？のか、とても合唱団に優しくて、拍子抜けしてしまいました。
つい先日、世界的な指揮者である小澤征爾さんが亡くなったというニュースが飛び

込んできました。残念ながら、私は生で小澤征爾さんの指揮を見たことがありません。
ですが、テレビで見た、１９９８年長野オリンピックの開会式のフィナーレで第九を
指揮した姿は、今も記憶に残っています。
それは長野の会場と五大陸を中継でつなぎ、合唱団が歌うという斬新な演出でした。

アメリカ・ニューヨーク、ドイツ・ベルリン、オーストラリア・シドニー、南アフリ
カ共和国・ケープタウン、そして中国・北京に、それぞれ２００人
が出演。開会式会場の２０００人と合わせて総勢３０００人の大合
唱団が、第九「歓喜の歌」を、声を合わせて歌いました。５大陸の
合唱団は、衛星中継で送られてくる小澤征爾さんの指揮に合わせて
歌い、その合唱の映像と歌声が長野で一つになって映し出されまし
た。「全ての人は兄弟になる」～これは、第４楽章の合唱のテーマで
す。国も母国語も違う世界中の人たちが一緒に歌う様子は、音楽を
通して世界が一つになったことを感じ、強く心を動かされました。
自分も、世界中の人たちが愛するこの第九を、ずっと歌い続けてい
きたいと思った瞬間でした。
明徳小学校では、卒業式に向けて「大切なもの」という歌を毎朝

全校で練習しています。子どもたちにとってずっと歌い続けたい、
大好きな歌になってくれるといいなと思っています。

校内で咲いている花です



１５日（金）卒業式総練習
１日（金）全校朝会 PTA三役会議 17:00 １８日（月）同窓会入会式 卒業式前日準備
４日（月）少年団役員会議 17:00 １９日（火）卒業式 バス：横牛 8:50俵真布 9:15
５日（火）６年生を送る会 ２０日（水）春分の日
７日（木）職員会議 ２１日（木）職員会議 卒業式後片付け
８日（金）卒業式会場設営 ２６日（火）修了式 離任式 バス 11:50
１１日（月）PTA少年団合同監査 ２８日（木）PTA少年団総会 13:00
１２日（火）全体練習 美瑛中卒業式
１３日（水）卒業生練習 在校生練習 4/5（金）こいのぼりあげ
１４日（木）全体練習 清掃週間（～２２日） 4/8（月）着任式 始業式 入学式

６日（火）、入学説明会を行いました。保護者への説明会の間、入学予定園児３名は、１・２年生のお

兄さん、お姉さんと体育館でゲームで楽しく交流しました。１年生が育て

た朝顔の種と１・２年生が書いたお手紙のプレゼントもありました。１・

２年生からの手紙：「小学校では音楽で歌を歌ったり、踊ったりします。給

食はラーメンがおいしいです。分からないことがあったら先生や友だちに

聞いてください。学校で育てた朝顔の種をプレゼントします。春になった

ら育ててね。」全教職員、全児童が新１年生の入学を心待ちにしています。

１月１日、お正月に起きた、「能登半島地震」では、今でも多くの方が、厳しい避難生活を余儀なくさ

れています。そこで全国のへき地の学校で「能登半島地震被災者

への応援メッセージ」の取組を行うことになりました。本校でも

「地震で困っている人にできることはないだろうか？」と子ども

たちに呼びかけ、応援のメッセージやイラストを送ることにしま

した。小さな学校の小さな取組ですが、全国の小さな学校全体で

取り組むことで、少しでも被災者の方への励ましになればと思い

ます。今回は「地震」 に困っている人でしたが、身近な「〇〇

で困っている人」に「できることはないだろうか？」と寄り添

える明徳っ子に育ってほしいと願っています。

美瑛町の「大妻女子大学学校

サポート事業」の一環として、

１５日（木）明徳小学校に大妻

女子大学の学生５名が来校しま

した。授業を参観したり、休み

時間に子どもたちと遊んだりし

て、明徳小学校で１日過ごしました。大学生からの

感想で多かったのは「主体的な授業に感動しました」

というものでした。このような授業は、これまで明

徳で積み上げてきた伝統の成果だと思います。これ

からもこの伝統を大切にしていきたいと思います。

２０日（火）、横牛地区の野

菜ソムリエの〇〇〇〇さんを講

師にお招きして、料理教室を行

いました。「かぼちゃとブロッ

コリーのケークサレ」と「いち

ご大福」を作り、給食と共に食べました。コロナ禍

ではできなかった学習です。地域の食材を利用した

新たな料理方法を学びました。地域の方に直接ご指

導をいただく貴重な学習になりま

した。このような学習をこれから

も大切にしていきたと思います。

今年度の「教職員歓送迎会」と「卒業と進級を祝う会」は中止することになりました。３

月２８日（木）のPTA・少年団総会で転出職員へのお別れの場を設けます。


